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平成29年3月1日◇国頭村議会だより【第104号】 12

　いつもでしたら、このページは “議員のひとこと” へと続くはずでしたが、この３月で
金城安利議会事務局長と私が定年退職を迎えることから、今回は “職員のひとこと” として誌
面をまかされることになりました。これまで長い間、議会だよりの編集に関わり、だいぶ工夫・
改善されてきたなと感じています。議会だよりを通して議会活動を村民の皆様へお知らせして
いますが、どのようにごらんになっているでしょうか。次号から新しい職員へとバトンタッチ
します。長い間お世話になりありがとうございました。これまで議会だより発行に関わってこ
られた方々へのお礼も含め “職員のひとこと” と致します。

スタイラー亮子

職 員 の ひ と こ と

ペルー村人会 ブラジル村人会

　我々町村訪問団は、城間南風原町長を団長に１８名で構成して、昨年の８月２６日から９月７日まで

の１３日間の日程で、ペルー移住１１０周年記念式典とブラジル県人会創立９０周年記念式典行事等

に参加する為、宮城久和村長と両国を訪ねました。

　両国での記念式典等は、それぞれの県人会館で多くの県出身者の皆様が参加をして盛大に開催

された所で有りました。

　移住当初は、言葉・習慣の大きな違いや大戦時、そして時代変遷等で非常に厳しい社会情勢の中

で大変苦しい時代にも直面された事で有りました。

　しかし、ウチナーンチュとしての辛抱強さ勤勉性とユイマール精神で幾多の困難を乗り越えて、今

日の素晴らしい県系社会を築き上げて、そして、両国の国家社会の発展の為に色 と々活躍貢献され

ている事に県民として誇りを感じました。

　そして、祝賀会においては多くの琉球芸能等が披露されまして、感銘を受けて異国の地に居る事

を忘れさせたひと時で有りました。

　両国での村人会との交流会においては、多くの村出身の皆様が参加をして、親睦、交流を深める

事が出来ました。

　宮城村長から村人会の今日までの労をねぎらい功績を称え、国頭村の現状とこれからの展望、未

来について述べました。私も同様の事を申し上げました。

又、村出身の皆様が常に郷里に想いを寄せて、行く末を案じ郷里の発展を願っている心情に接した

時には、深い感銘を受けました。

　最後に両国の村人会の発展とお世話になった皆様に感謝と併せてご健勝、ご繁栄を祈念申し上

げまして南米報告と致します。

国頭村議会議長　金 城 利 光

南米ペルー・ブラジル訪問報告
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　平成２８年第10回（１２月）国頭村議会定例会は、１２月９日から１２月１６日までの８
日間で開催した。本定例会に提案された議案は、平成２８年度一般会計等補正予算３
件、条例改正等２件、契約２件、人事案件1件、発議案１件、意見案１件、その他２件、決議
２件、一般質問は６名の議員が質問した。以下、審議の結果は次のとおりです。

　平成２８年第８回（11月）国頭村議会臨時会は、１１月７日の１日間で開催され、一般
会計補正予算（第５号）と辺土名川河川整備工事請負契約の変更１件が提出され審議
された。

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）

平成２８年度国頭村
一般会計補正予算（第7号）

歳入歳出それぞれ３０７，１６５千円を追加し、
５，７４４，０７８千円と定める。72号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）

平成２８年度国頭村
簡易水道特別会計補正予算（第3号）

歳入歳出それぞれ１４，６３０千円を追加し、
２５６，２４８千円と定める。74号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）

平成２８年度国頭村
国民健康保険特別会計補正予算（第2号） 財源振り替えによる補正。73号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）国頭村税条例の一部改正 地方税法等及び地方税法施行令等の

改正に伴う条例の改正75号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）国頭村国民健康保険税条例の一部改正 所得税法等及び所得税法施行令等の

改正に伴う条例の改正76号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）指定管理者の指定

施 設 の 名 称　　国頭村立東部へき地診療所
指定する団体　　公益社団法人　地域医療振興協会
指 定 の 期 間　　平成29年4月1日～平成32年3月31日

77号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）国頭村過疎地域自立促進計画の一部変更 国頭村過疎地域自立促進計画の一部を

変更する必要がある。78号

決議案第 可 　 決
（全会一致）議員派遣の件 沖縄県町村議長会主催の女性議員研修会へ

参加のため10号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）国頭村教育委員会委員の任命

住　　　所　　国頭村字安田２４８番地１
氏　　　名　　中　根　　忍
生 年 月 日　　昭和３１年１０月２２日

79号

議 案 第 原 案 可 決
（賛成多数）幼保連携型施設造成工事請負契約

①契 約 の 目 的　　幼保連携型施設造成工事
②契 約 の 方 法　　指名競争入札
③契 約 金 額　　150，947，280円
④契約の相手方　　（有）陽功建設　
　　　　　　　　　代表取締役　上原　啓功

80号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）国頭陸上競技場備品の取得

①取 得 の 目 的　　国頭陸上競技場備品購入業務
②取 得 数 量　　国頭陸上競技場備品一式
③取 得 金 額　　12，850，920円　
④契約の相手方　　（株）沖縄スポーツ
　　　　　　　　　代表取締役　　新本　光

81号

決議案第 可 　 決
（全会一致）議員派遣の件 沖縄県町村議長会主催の議員・職員研修会へ

参加のため11号

議案番号 結　果件　　名 議　案　等　の　概　要　

平成２８年第１０回（１２月）国頭村議会定例会平成２８年第８回（１１月）国頭村議会臨時会

公益社団法人・地域医療振興協会による
村立東部へき地診療所の指定管理が議決承認される。

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）

平成２８年度国頭村
一般会計補正予算（第５号）

歳入歳出それぞれ２０３，２００千円を追加し、
５，４２５，３１８千円と定める。66号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）

辺土名川河川整備工事（Ｈ２８）
請負契約の変更

①変更前の契約金額　　１２７，２５４，７８０円
②今回変更による増額　　　３７，７０４，４２０円
③変更後の契約金額　　１６４，９５９，２００円
④契 約 の 相 手 方　　（有）北勝建設
　　　　　　　　　　　　代表取締役　　新里 勝則

67号

議案番号 結　果件　　名 議　案　等　の　概　要　

　平成２８年第９回（11月）国頭村議会臨時会は、１１月２８日の１日間で開催され、一
般会計補正予算（第６号）と職員の給与に関する条例の改正等２件、観光型定置網漁体
験船建造工事請負契約１件が提出され審議された。

平成２８年第９回（１１月）国頭村議会臨時会

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）

平成２８年度国頭村
一般会計補正予算（第６号）

歳入歳出それぞれ１１，５９５千円を追加し、
５，４３６，９１３千円と定める。68号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）

国頭村職員の給与に関する
条例の一部改正

沖縄県人事委員会の給与勧告及び他の市町村の
給与改定等を考慮し、給与改定を行うための条例改正。69号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）

単純な労務に雇用される職員の給与の
種類及び基準に関する条例の一部改正

沖縄県人事委員会の給与勧告及び他の市町村の
給与改定等を考慮し、給与改定を行うための条例改正。70号

議 案 第 原 案 可 決
（賛成多数）観光型定置網漁体験船建造工事請負契約

①契 約 の 目 的　　観光型定置網漁体験船建造工事
②契 約 の 方 法　　指名競争入札　　　
③契 約 金 額　　１３３，０３３，３２０円
④契約の相手方　　（有）津島工業
　　　　　　　　　代表取締役社長 　冨里 利雄　　　
　　　　　　　　　　　　　

71号

議案番号 結　果件　　名 議　案　等　の　概　要　
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件、条例改正等２件、契約２件、人事案件1件、発議案１件、意見案１件、その他２件、決議
２件、一般質問は６名の議員が質問した。以下、審議の結果は次のとおりです。

　平成２８年第８回（11月）国頭村議会臨時会は、１１月７日の１日間で開催され、一般
会計補正予算（第５号）と辺土名川河川整備工事請負契約の変更１件が提出され審議
された。

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）

平成２８年度国頭村
一般会計補正予算（第7号）

歳入歳出それぞれ３０７，１６５千円を追加し、
５，７４４，０７８千円と定める。72号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）

平成２８年度国頭村
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（全会一致）

平成２８年度国頭村
国民健康保険特別会計補正予算（第2号） 財源振り替えによる補正。73号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）国頭村税条例の一部改正 地方税法等及び地方税法施行令等の

改正に伴う条例の改正75号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）国頭村国民健康保険税条例の一部改正 所得税法等及び所得税法施行令等の

改正に伴う条例の改正76号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）指定管理者の指定

施 設 の 名 称　　国頭村立東部へき地診療所
指定する団体　　公益社団法人　地域医療振興協会
指 定 の 期 間　　平成29年4月1日～平成32年3月31日

77号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）国頭村過疎地域自立促進計画の一部変更 国頭村過疎地域自立促進計画の一部を

変更する必要がある。78号

決議案第 可 　 決
（全会一致）議員派遣の件 沖縄県町村議長会主催の女性議員研修会へ

参加のため10号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）国頭村教育委員会委員の任命

住　　　所　　国頭村字安田２４８番地１
氏　　　名　　中　根　　忍
生 年 月 日　　昭和３１年１０月２２日

79号

議 案 第 原 案 可 決
（賛成多数）幼保連携型施設造成工事請負契約

①契 約 の 目 的　　幼保連携型施設造成工事
②契 約 の 方 法　　指名競争入札
③契 約 金 額　　150，947，280円
④契約の相手方　　（有）陽功建設　
　　　　　　　　　代表取締役　上原　啓功

80号
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（全会一致）国頭陸上競技場備品の取得
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公益社団法人・地域医療振興協会による
村立東部へき地診療所の指定管理が議決承認される。

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）

平成２８年度国頭村
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験船建造工事請負契約１件が提出され審議された。
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〔一般質問〕 12月定例議会
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さ
と
納
税
業
務
を
委

託
し
て
い
る
事
業
者
と
連
携

し
、
新
規
お
礼
品
の
開
拓
や
東

京
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

な
ど
、
ふ
る
さ
と
納
税
と
特
産

品
の
ピ
ー
ア
ー
ル
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
受
託
業
者
、
Ｊ
Ａ
及

び
ふ
る
さ
と
市
と
連
携
し
、
農

家
へ
の
呼
び
か
け
や
農
産
物
の

収
集
、
発
送
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
本
年
は
11

月
末
現
在
で
、
寄
付
件
数
が
二

千
三
件
、
五
千
百
十
六
万
六
千

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成

20
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で

合
わ
せ
ま
す
と
、
一
億
円
を
ゆ

う
に
越
え
て
お
り
ま
す
。

　お
礼
品
の
状
況
に
つ
い
て
、

現
在
、
村
内
の
農
家
を
含
む
13

事
業
者
で
、
56
種
類
の
お
礼
品

を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
随

時
、
新
し
い
お
礼
品
を
募
集
す

る
と
と
も
に
、
既
存
の
お
礼
品

に
つ
い
て
も
セ
ッ
ト
の
組
み
替

え
な
ど
を
行
い
工
夫
し
て
お
り

ま
す
。

　お
礼
品
の
活
用
に
よ
る
産
業

の
振
興
に
つ
い
て
、
今
後
、
Ｊ

Ａ
等
と
連
携
を
図
り
、
農
家
や

事
業
者
に
商
品
開
発
を
呼
び
か

け
、
お
礼
品
の
充
実
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
寄
付
金
に
よ
る
歳

入
の
増
と
お
礼
品
に
よ
る
産
業

の
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　現
在
、
20
ヵ
区
で
幾
つ
の
集

落
内
に
防
犯
灯
が
設
置
さ
れ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
村
単
独
事

業
で
や
る
場
合
に
は
３
ヵ
年
計

画
で
現
物
を
支
給
し
、
取
り
付

け
は
各
区
で
行
う
こ
と
が
で
き

な
い
か
。

　平
成
28
年
２
月
１
日
現
在

で
、
千
百
五
十
六
基
設
置
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　集
落
内
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
実
施

し
て
お
り
ま
す
行
政
懇
談
会
で

も
要
望
が
出
さ
れ
て
お
り
ま

す
。　現

在
、
業
者
に
20
カ
集
落
を

回
り
既
存
の
防
犯
灯
の
状
況
を

調
査
の
上
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
変
換
し

た
場
合
の
見
積
書
の
提
出
を
依

頼
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　今
後
、
見
積
も
り
の
内
容
を

精
査
し
、
助
成
金
等
に
よ
る
事

業
化
及
び
議
員
か
ら
提
案
の
あ

り
ま
す
現
物
支
給
も
含
め
て
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　堆
肥
、
有
機
物
肥
料
は

40
％
、
化
学
肥
料
10
％
、
農
薬

と
除
草
剤
等
が
25
％
の
補
助
率

の
継
続
に
つ
い
て
。

　有
害
鳥
獣
駆
除
の
平
成
29
年

度
も
買
い
取
り
の
継
続
に
つ
い

て
。　パ

イ
ン
の
植
え
付
け
奨
励

金
、
１
本
当
た
り
３
円
の
継
続

に
つ
い
て
。

　農
業
振
興
補
助
金
の
補
助
率

に
つ
い
て
は
、
農
家
の
皆
さ
ん

が
利
用
し
収
穫
増
加
に
つ
な
が

る
よ
う
、
役
場
、
Ｊ
Ａ
国
頭
支

店
、
生
産
部
会
連
絡
協
議
会
会

長
、
太
陽
の
花
、
ふ
る
さ
と
市

等
で
組
織
す
る
農
業
振
興
補
助

金
調
整
会
議
に
お
い
て
検
討
し

て
お
り
ま
す
。

　有
害
鳥
獣
駆
除
の
買
い
取
り

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
カ
ラ

ス
二
千
五
百
羽
、
イ
ノ
シ
シ
二

百
頭
の
予
算
化
を
し
て
お
り
ま

す
。
次
年
度
の
買
い
取
り
に
つ

い
て
も
今
年
度
同
様
の
買
い
取

り
頭
数
の
確
保
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　パ
イ
ン
植
え
付
け
奨
励
金
に

つ
い
て
は
、
国
頭
村
の
基
幹
農

作
物
の
一
つ
で
あ
る
パ
イ
ン
に

つ
い
て
は
、
植
え
付
け
奨
励
金

の
確
保
に
つ
い
て
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

答
宮
城
久
和 

村
長

答
村

　長

答
村

　長
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　村
は
、
村
民
か
ら
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
り
「
総
合
戦
略
」
を
作

成
し
た
。
村
民
か
ら
は
行
政
に

対
し
実
現
し
て
欲
し
い
事
案
が

多
岐
に
わ
た
っ
て
の
切
実
な
要

望
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
村
民
か

ら
ア
ン
ケ
ー
ト
が
生
か
さ
れ
て

い
る
の
か
不
信
に
思
う
。
ア
ン

ケ
ー
ト
が
生
か
さ
れ
て
国
頭
村

が
改
善
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
す

る
。
と
の
声
も
あ
っ
た
。
こ
の

こ
と
を
踏
ま
え
て
次
の
質
問
を

す
る
。

①
子
育
て
支
援
及
び
観
光
産
業

の
振
興
・
地
域
活
性
化
の
観
点

か
ら
も
村
内
外
の
子
ど
も
た
ち

が
遊
べ
る
公
園
の
実
現
を
。

②
医
療
費
助
成
や
給
食
費
無
料

化
な
ど
を
し
て
い
る
が
、
若
者

が
定
着
し
な
い
。
子
育
て
し
や

す
い
環
境
に
な
い
よ
う
に
思
え

る
。
役
場
職
員
は
、
他
の
市
町

村
の
取
り
組
み
な
ど
を
も
っ
と

勉
強
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
が

あ
っ
た
。
出
産
祝
い
金
を
伊
江

村
の
よ
う
に
、
第
一
子
20
万

円
、
第
二
子
30
万
円
、
第
三
子

50
万
円
、
第
四
子
80
万
円
、
第

五
子
以
降
１
０
０
万
円
と
思
い

切
っ
た
制
度
拡
充
を
す
べ
き
で

は
。

③
子
育
て
世
代
の
移
住
促
進
、

支
援
す
る
仕
組
み
を
作
っ
て
欲

し
い
。
と
の
要
望
が
あ
る
。
長

野
県
下
條
村
は
、
平
成
９
年
か

ら
子
育
て
世
帯
の
若
者
定
住
を

誘
導
す
る
一
棟
12
戸
を
毎
年
建

設
し
、
現
在
ま
で
に
10
棟
整
備

し
人
口
増
加
策
を
推
進
し
て
い

る
。
総
合
戦
略
で
５
ヶ
年
で
10

戸
と
い
わ
ず
、
村
の
単
独
事
業

と
し
て
建
設
戸
数
を
増
や
す
べ

き
で
は
。

④
老
人
ホ
ー
ム
等
の
大
型
施
設

を
充
実
さ
せ
、
将
来
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
環
境
を
作
っ
て
欲
し

い
。
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。
社

会
福
祉
法
人
容
山
会
と
意
見
交

換
し
て
、
北
斗
園
の
新
築
、
規

模
拡
大
に
よ
る
入
所
待
機
者
解

消
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

⑤
子
育
て
世
代
が
住
む
広
い
ア

パ
ー
ト
と
、
中
高
年
が
一
人
な

い
し
二
人
で
小
さ
な
ア
パ
ー
ト

を
一
つ
の
棟
に
す
る
な
ど
し

て
、
お
互
い
助
け
合
い
な
が
ら

生
活
で
き
る
と
思
う
と
改
善
の

要
望
が
あ
る
。
本
村
の
人
口
増

加
策
と
し
て
多
子
世
帯
の
対
応

と
し
て
改
善
策
を
講
ず
る
べ
き

で
は
。

⑥
雇
用
の
場
が
な
い
の
で
、
子

ど
も
達
に
国
頭
に
帰
っ
て
こ
い

と
言
え
な
い
。
例
え
ば
ホ
テ
ル

を
誘
致
し
て
欲
し
い
。
村
内
の

企
業
へ
雇
用
を
促
進
す
る
よ
う

要
請
す
べ
き
で
あ
る
。
と
の
要

望
が
あ
る
。
中
長
期
的
な
産
業

の
創
出
・
雇
用
の
創
出
、
ホ
テ

ル
誘
致
な
ど
課
題
解
決
に
向
け

て
の
方
策
は
。

①
村
民
や
観
光
客
等
の
交
流
拠

点
公
園
と
し
て
、
今
年
度
中
に

遊
具
公
園
施
設
に
関
す
る
ニ
ー

ズ
の
調
整
及
び
現
状
課
題
・
懸

案
事
項
の
整
理
等
を
行
い
、
平

成
29
年
度
以
降
の
事
業
化
に
向

け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

②
出
産
祝
い
金
は
、
第
一
子
５

万
円
、
第
二
子
10
万
円
、
第
三

子
以
降
20
万
円
を
支
給
、
高
校

ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
、
給

食
費
の
一
部
無
料
化
、
幼
稚
園

の
入
園
料
・
授
業
料
の
無
料
化

等
を
行
っ
て
い
る
。
子
育
て
し

や
す
い
環
境
を
整
え
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

③
建
設
戸
数
増
加
に
つ
い
て

は
、
本
村
の
財
政
事
情
は
も
ち

ろ
ん
民
間
ア
パ
ー
ト
と
公
営
住

宅
と
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
や
空
き

家
活
用
計
画
も
含
め
、
総
合
的

に
勘
案
し
た
上
で
検
討
す
べ
き

課
題
で
あ
る
。

④
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
北
斗

園
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、

社
会
福
祉
法
人
容
山
会
と
現
在

調
整
中
で
す
。

⑤
公
営
住
宅
は
、
人
口
増
加
及

び
定
住
促
進
を
目
的
と
し
て
建

て
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
多

子
世
帯
に
お
い
て
も
住
宅
困
窮

や
低
所
得
者
で
あ
る
こ
と
が
、

入
居
申
込
の
基
本
的
条
件
と
な

り
ま
す
。

⑥
本
村
に
ホ
テ
ル
進
出
を
検
討

し
て
い
る
企
業
が
12
月
７
日
に

会
長
・
社
長
・
幹
部
が
役
場
に

来
庁
し
、
ホ
テ
ル
進
出
に
つ
い

て
、
前
向
き
な
話
が
あ
っ
た
。

企
業
と
調
整
を
進
め
ホ
テ
ル
誘

致
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

①
返
還
に
伴
い
減
額
す
る
普
通

交
付
税
の
財
政
措
置
の
要
求
と

実
現
の
可
能
性
は
。

②
オ
ス
プ
レ
イ
を
鹿
児
島
県
馬

毛
島
へ
移
転
配
備
す
る
よ
う
政

府
に
要
請
す
べ
き
で
は
。

①
一
億
七
千
八
百
万
円
の
減
額

と
な
り
、
政
府
に
財
政
支
援
を

お
願
い
し
た
。
実
現
の
可
能
性

は
、
現
在
、
国
の
関
係
部
署
で

検
討
し
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。

②
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
撤
回
、

訓
練
移
転
に
つ
い
て
は
、
県
、

国
頭
村
、
東
村
の
三
者
で
防
衛

大
臣
に
対
し
要
請
書
を
提
出
し

た
。

答
宮
城
久
和 

村
長

答
村

　長

山 城  弘 一
議員

知 花  正 寛
議員

問
村
民
の
村
政
へ
の
要
望

に
つ
い
て

問
米
軍
北
部
訓
練
場
の
過

半
の
返
還
等
に
つ
い
て

問
ふ
る
さ
と
納
税
取
り
組

み
強
化
に
よ
る
税
収
の

向
上
、
そ
れ
に
伴
う
産

業
の
振
興
に
つ
い
て

問
村
内
20
ヵ
区
の
集
落
内

防
犯
灯
（
街
灯
）
に
つ

い
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
切
換
え
を

行
政
と
し
て
、
各
区
に

助
成
で
き
な
い
か

問
平
成
29
年
度
農
家
支
援

の
補
助
金
に
つ
い
て
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　ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、

平
成
27
年
度
三
千
三
件
で
五
千

八
十
三
万
九
千
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
平
成
20
年
度
か
ら
平
成

27
年
度
ま
で
の
合
計
、
三
千
八

十
一
件
で
六
千
百
十
八
万
九
千

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　現
在
の
取
り
組
み
状
況
に
つ

い
て
、
前
年
度
か
ら
引
き
続

き
、
ふ
る
さ
と
納
税
業
務
を
委

託
し
て
い
る
事
業
者
と
連
携

し
、
新
規
お
礼
品
の
開
拓
や
東

京
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

な
ど
、
ふ
る
さ
と
納
税
と
特
産

品
の
ピ
ー
ア
ー
ル
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
受
託
業
者
、
Ｊ
Ａ
及

び
ふ
る
さ
と
市
と
連
携
し
、
農

家
へ
の
呼
び
か
け
や
農
産
物
の

収
集
、
発
送
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
本
年
は
11

月
末
現
在
で
、
寄
付
件
数
が
二

千
三
件
、
五
千
百
十
六
万
六
千

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成

20
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で

合
わ
せ
ま
す
と
、
一
億
円
を
ゆ

う
に
越
え
て
お
り
ま
す
。

　お
礼
品
の
状
況
に
つ
い
て
、

現
在
、
村
内
の
農
家
を
含
む
13

事
業
者
で
、
56
種
類
の
お
礼
品

を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
随

時
、
新
し
い
お
礼
品
を
募
集
す

る
と
と
も
に
、
既
存
の
お
礼
品

に
つ
い
て
も
セ
ッ
ト
の
組
み
替

え
な
ど
を
行
い
工
夫
し
て
お
り

ま
す
。

　お
礼
品
の
活
用
に
よ
る
産
業

の
振
興
に
つ
い
て
、
今
後
、
Ｊ

Ａ
等
と
連
携
を
図
り
、
農
家
や

事
業
者
に
商
品
開
発
を
呼
び
か

け
、
お
礼
品
の
充
実
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
寄
付
金
に
よ
る
歳

入
の
増
と
お
礼
品
に
よ
る
産
業

の
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　現
在
、
20
ヵ
区
で
幾
つ
の
集

落
内
に
防
犯
灯
が
設
置
さ
れ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
村
単
独
事

業
で
や
る
場
合
に
は
３
ヵ
年
計

画
で
現
物
を
支
給
し
、
取
り
付

け
は
各
区
で
行
う
こ
と
が
で
き

な
い
か
。

　平
成
28
年
２
月
１
日
現
在

で
、
千
百
五
十
六
基
設
置
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　集
落
内
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
実
施

し
て
お
り
ま
す
行
政
懇
談
会
で

も
要
望
が
出
さ
れ
て
お
り
ま

す
。　現

在
、
業
者
に
20
カ
集
落
を

回
り
既
存
の
防
犯
灯
の
状
況
を

調
査
の
上
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
変
換
し

た
場
合
の
見
積
書
の
提
出
を
依

頼
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　今
後
、
見
積
も
り
の
内
容
を

精
査
し
、
助
成
金
等
に
よ
る
事

業
化
及
び
議
員
か
ら
提
案
の
あ

り
ま
す
現
物
支
給
も
含
め
て
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　堆
肥
、
有
機
物
肥
料
は

40
％
、
化
学
肥
料
10
％
、
農
薬

と
除
草
剤
等
が
25
％
の
補
助
率

の
継
続
に
つ
い
て
。

　有
害
鳥
獣
駆
除
の
平
成
29
年

度
も
買
い
取
り
の
継
続
に
つ
い

て
。　パ

イ
ン
の
植
え
付
け
奨
励

金
、
１
本
当
た
り
３
円
の
継
続

に
つ
い
て
。

　農
業
振
興
補
助
金
の
補
助
率

に
つ
い
て
は
、
農
家
の
皆
さ
ん

が
利
用
し
収
穫
増
加
に
つ
な
が

る
よ
う
、
役
場
、
Ｊ
Ａ
国
頭
支

店
、
生
産
部
会
連
絡
協
議
会
会

長
、
太
陽
の
花
、
ふ
る
さ
と
市

等
で
組
織
す
る
農
業
振
興
補
助

金
調
整
会
議
に
お
い
て
検
討
し

て
お
り
ま
す
。

　有
害
鳥
獣
駆
除
の
買
い
取
り

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
カ
ラ

ス
二
千
五
百
羽
、
イ
ノ
シ
シ
二

百
頭
の
予
算
化
を
し
て
お
り
ま

す
。
次
年
度
の
買
い
取
り
に
つ

い
て
も
今
年
度
同
様
の
買
い
取

り
頭
数
の
確
保
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　パ
イ
ン
植
え
付
け
奨
励
金
に

つ
い
て
は
、
国
頭
村
の
基
幹
農

作
物
の
一
つ
で
あ
る
パ
イ
ン
に

つ
い
て
は
、
植
え
付
け
奨
励
金

の
確
保
に
つ
い
て
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

答
宮
城
久
和 

村
長

答
村

　長

答
村

　長
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　村
は
、
村
民
か
ら
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
り
「
総
合
戦
略
」
を
作

成
し
た
。
村
民
か
ら
は
行
政
に

対
し
実
現
し
て
欲
し
い
事
案
が

多
岐
に
わ
た
っ
て
の
切
実
な
要

望
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
村
民
か

ら
ア
ン
ケ
ー
ト
が
生
か
さ
れ
て

い
る
の
か
不
信
に
思
う
。
ア
ン

ケ
ー
ト
が
生
か
さ
れ
て
国
頭
村

が
改
善
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
す

る
。
と
の
声
も
あ
っ
た
。
こ
の

こ
と
を
踏
ま
え
て
次
の
質
問
を

す
る
。

①
子
育
て
支
援
及
び
観
光
産
業

の
振
興
・
地
域
活
性
化
の
観
点

か
ら
も
村
内
外
の
子
ど
も
た
ち

が
遊
べ
る
公
園
の
実
現
を
。

②
医
療
費
助
成
や
給
食
費
無
料

化
な
ど
を
し
て
い
る
が
、
若
者

が
定
着
し
な
い
。
子
育
て
し
や

す
い
環
境
に
な
い
よ
う
に
思
え

る
。
役
場
職
員
は
、
他
の
市
町

村
の
取
り
組
み
な
ど
を
も
っ
と

勉
強
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
が

あ
っ
た
。
出
産
祝
い
金
を
伊
江

村
の
よ
う
に
、
第
一
子
20
万

円
、
第
二
子
30
万
円
、
第
三
子

50
万
円
、
第
四
子
80
万
円
、
第

五
子
以
降
１
０
０
万
円
と
思
い

切
っ
た
制
度
拡
充
を
す
べ
き
で

は
。

③
子
育
て
世
代
の
移
住
促
進
、

支
援
す
る
仕
組
み
を
作
っ
て
欲

し
い
。
と
の
要
望
が
あ
る
。
長

野
県
下
條
村
は
、
平
成
９
年
か

ら
子
育
て
世
帯
の
若
者
定
住
を

誘
導
す
る
一
棟
12
戸
を
毎
年
建

設
し
、
現
在
ま
で
に
10
棟
整
備

し
人
口
増
加
策
を
推
進
し
て
い

る
。
総
合
戦
略
で
５
ヶ
年
で
10

戸
と
い
わ
ず
、
村
の
単
独
事
業

と
し
て
建
設
戸
数
を
増
や
す
べ

き
で
は
。

④
老
人
ホ
ー
ム
等
の
大
型
施
設

を
充
実
さ
せ
、
将
来
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
環
境
を
作
っ
て
欲
し

い
。
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。
社

会
福
祉
法
人
容
山
会
と
意
見
交

換
し
て
、
北
斗
園
の
新
築
、
規

模
拡
大
に
よ
る
入
所
待
機
者
解

消
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

⑤
子
育
て
世
代
が
住
む
広
い
ア

パ
ー
ト
と
、
中
高
年
が
一
人
な

い
し
二
人
で
小
さ
な
ア
パ
ー
ト

を
一
つ
の
棟
に
す
る
な
ど
し

て
、
お
互
い
助
け
合
い
な
が
ら

生
活
で
き
る
と
思
う
と
改
善
の

要
望
が
あ
る
。
本
村
の
人
口
増

加
策
と
し
て
多
子
世
帯
の
対
応

と
し
て
改
善
策
を
講
ず
る
べ
き

で
は
。

⑥
雇
用
の
場
が
な
い
の
で
、
子

ど
も
達
に
国
頭
に
帰
っ
て
こ
い

と
言
え
な
い
。
例
え
ば
ホ
テ
ル

を
誘
致
し
て
欲
し
い
。
村
内
の

企
業
へ
雇
用
を
促
進
す
る
よ
う

要
請
す
べ
き
で
あ
る
。
と
の
要

望
が
あ
る
。
中
長
期
的
な
産
業

の
創
出
・
雇
用
の
創
出
、
ホ
テ

ル
誘
致
な
ど
課
題
解
決
に
向
け

て
の
方
策
は
。

①
村
民
や
観
光
客
等
の
交
流
拠

点
公
園
と
し
て
、
今
年
度
中
に

遊
具
公
園
施
設
に
関
す
る
ニ
ー

ズ
の
調
整
及
び
現
状
課
題
・
懸

案
事
項
の
整
理
等
を
行
い
、
平

成
29
年
度
以
降
の
事
業
化
に
向

け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

②
出
産
祝
い
金
は
、
第
一
子
５

万
円
、
第
二
子
10
万
円
、
第
三

子
以
降
20
万
円
を
支
給
、
高
校

ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
、
給

食
費
の
一
部
無
料
化
、
幼
稚
園

の
入
園
料
・
授
業
料
の
無
料
化

等
を
行
っ
て
い
る
。
子
育
て
し

や
す
い
環
境
を
整
え
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

③
建
設
戸
数
増
加
に
つ
い
て

は
、
本
村
の
財
政
事
情
は
も
ち

ろ
ん
民
間
ア
パ
ー
ト
と
公
営
住

宅
と
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
や
空
き

家
活
用
計
画
も
含
め
、
総
合
的

に
勘
案
し
た
上
で
検
討
す
べ
き

課
題
で
あ
る
。

④
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
北
斗

園
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、

社
会
福
祉
法
人
容
山
会
と
現
在

調
整
中
で
す
。

⑤
公
営
住
宅
は
、
人
口
増
加
及

び
定
住
促
進
を
目
的
と
し
て
建

て
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
多

子
世
帯
に
お
い
て
も
住
宅
困
窮

や
低
所
得
者
で
あ
る
こ
と
が
、

入
居
申
込
の
基
本
的
条
件
と
な

り
ま
す
。

⑥
本
村
に
ホ
テ
ル
進
出
を
検
討

し
て
い
る
企
業
が
12
月
７
日
に

会
長
・
社
長
・
幹
部
が
役
場
に

来
庁
し
、
ホ
テ
ル
進
出
に
つ
い

て
、
前
向
き
な
話
が
あ
っ
た
。

企
業
と
調
整
を
進
め
ホ
テ
ル
誘

致
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

①
返
還
に
伴
い
減
額
す
る
普
通

交
付
税
の
財
政
措
置
の
要
求
と

実
現
の
可
能
性
は
。

②
オ
ス
プ
レ
イ
を
鹿
児
島
県
馬

毛
島
へ
移
転
配
備
す
る
よ
う
政

府
に
要
請
す
べ
き
で
は
。

①
一
億
七
千
八
百
万
円
の
減
額

と
な
り
、
政
府
に
財
政
支
援
を

お
願
い
し
た
。
実
現
の
可
能
性

は
、
現
在
、
国
の
関
係
部
署
で

検
討
し
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。

②
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
撤
回
、

訓
練
移
転
に
つ
い
て
は
、
県
、

国
頭
村
、
東
村
の
三
者
で
防
衛

大
臣
に
対
し
要
請
書
を
提
出
し

た
。

答
宮
城
久
和 

村
長

答
村

　長

山 城  弘 一
議員

知 花  正 寛
議員

問
村
民
の
村
政
へ
の
要
望

に
つ
い
て

問
米
軍
北
部
訓
練
場
の
過

半
の
返
還
等
に
つ
い
て

問
ふ
る
さ
と
納
税
取
り
組

み
強
化
に
よ
る
税
収
の

向
上
、
そ
れ
に
伴
う
産

業
の
振
興
に
つ
い
て

問
村
内
20
ヵ
区
の
集
落
内

防
犯
灯
（
街
灯
）
に
つ

い
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
切
換
え
を

行
政
と
し
て
、
各
区
に

助
成
で
き
な
い
か

問
平
成
29
年
度
農
家
支
援

の
補
助
金
に
つ
い
て
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①
北
部
訓
練
場
の
総
面
積
約
七

千
八
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
内
約
四

千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
返
還
で
、
国

頭
村
の
住
民
生
活
環
境
、
産
業

（
跡
利
用
）
、
財
政
、
国
立
公

園
地
域
、
世
界
遺
産
登
録
等
に

与
え
る
影
響
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

②
北
部
訓
練
場
に
お
け
る
Ｍ
Ｖ

22
オ
ス
プ
レ
イ
等
の
米
軍
機
、

訓
練
に
よ
る
村
民
の
生
活
環

境
、
国
立
公
園
地
域
へ
の
生
態

系
、
そ
し
て
世
界
遺
産
登
録
に

向
け
て
与
え
る
影
響
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

①
返
還
さ
れ
る
北
部
訓
練
場
は

四
千
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
。

　そ
の
内
国
頭
村
は
、
二
千
九

百
三
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
所

有
区
分
は
国
有
地
二
千
三
百
三

十
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
県
有
地
五
百

七
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
村
有
地

十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
私
有
地
十

三
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い

る
。　返

還
に
伴
う
普
通
交
付
税
の

基
準
財
政
需
要
額
が
、
一
億
八

千
二
百
万
と
試
算
さ
れ
、
そ
の

分
が
減
額
と
な
る
。
村
財
政

は
、
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地

使
用
料
六
百
五
十
七
万
も
併
せ

て
、
歳
入
減
と
な
る
こ
と
か

ら
、
厳
し
い
運
営
を
迫
ら
れ

る
。
返
還
さ
れ
る
国
有
地
部
分

に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
に
対

し
て
国
立
公
園
に
編
入
す
る
よ

う
要
請
し
て
い
る
。
所
有
者
で

あ
る
林
野
庁
は
、
従
来
か
ら
返

還
さ
れ
る
部
分
を
含
め
て
国
有

林
を
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に

指
定
す
る
方
針
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
将
来
的
に
世
界
自
然
遺
産

区
域
へ
の
拡
張
も
期
待
で
き
、

世
界
自
然
遺
産
登
録
時
に
お
け

る
審
査
に
大
き
な
評
価
に
つ
な

が
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

②
現
在
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い

る
北
部
訓
練
場
内
の
ヘ
リ
パ
ッ

ド
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
Ｃ
Ｈ

―

53
型
ヘ
リ
を
想
定
し
た
環
境

影
響
評
価
で
、
オ
ス
プ
レ
イ
が

配
備
さ
れ
る
こ
と
は
、
確
実
な

情
勢
と
な
っ
て
い
る
。
オ
ス
プ

レ
イ
は
、
こ
れ
ま
で
の
ヘ
リ
と

比
較
し
て
低
周
波
音
、
高
熱
排

気
の
問
題
が
あ
り
、
さ
ら
に
は

安
全
性
も
疑
問
視
さ
れ
て
お

り
、
村
民
の
健
康
、
安
全
確
保

に
懸
念
が
あ
る
。
野
生
動
物
に

と
っ
て
も
人
間
同
様
に
悪
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
先
月
、
当
村
は
、

県
及
び
東
村
と
と
も
に
北
部
訓

練
場
に
お
け
る
オ
ス
プ
レ
イ
の

運
用
を
前
提
と
し
た
環
境
影
響

調
査
の
再
実
施
と
オ
ス
プ
レ
イ

の
配
備
撤
回
を
求
め
る
文
書

を
、
防
衛
大
臣
に
提
出
し
ま
し

た
。　当

面
の
対
応
と
し
て
は
、
オ

ス
プ
レ
イ
が
集
落
上
、
国
立
公

園
区
域
上
を
飛
行
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
防
衛
局
、
米
軍
に

対
し
て
強
く
自
粛
を
求
め
て
い

く
。
世
界
自
然
遺
産
推
薦
予
定

区
域
に
隣
接
し
て
米
軍
訓
練
場

が
あ
り
、
オ
ス
プ
レ
イ
が
飛
行

す
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い

が
、
そ
れ
で
も
や
ん
ば
る
の
森

は
世
界
自
然
遺
産
と
し
て
登
録

さ
れ
る
に
十
分
な
価
値
を
有
し

て
い
る
も
の
と
判
断
を
し
て
い

る
。

　建
白
書
に
つ
い
て
、
２
０
１

２
年
９
月
９
日
、
日
米
政
府
に

よ
る
垂
直
離
着
陸
機
輸
送
機
Ｍ

Ｖ―
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オ
ス
プ
レ
イ
の
強
行
配

備
に
対
し
、
そ
の
撤
回
を
求
め

る
た
め
十
万
人
余
の
県
民
が
集

結
し
て
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
に
反

対
す
る
沖
縄
県
大
会
を
開
催
し

た
。
そ
の
中
で
、
①
オ
ス
プ
レ

イ
の
配
備
を
直
ち
に
撤
回
す
る

こ
と
及
び
、
今
年
７
月
ま
で
に

配
備
さ
れ
る
と
し
て
い
る
12
機

の
配
備
を
中
止
す
る
こ
と
。

②
米
軍
普
天
間
基
地
を
閉
鎖
・

撤
去
し
、
県
内
移
設
を
断
念
す

る
こ
と
に
お
い
て
現
在
、
村
長

は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の

か
。　県

民
集
会
に
基
づ
い
て
、
建

白
書
を
持
っ
て
東
京
要
請
に
参

り
ま
し
た
。
１
点
目
は
、
オ
ス

プ
レ
イ
の
配
備
を
撤
回
す
る
こ

と
、
そ
れ
は
今
で
も
私
の
精
神

の
中
で
は
建
白
書
は
生
き
て
い

ま
す
。
基
本
的
に
は
、
オ
ス
プ

レ
イ
の
配
備
を
中
止
し
て
欲
し

い
。
今
の
段
階
で
は
、
撤
回
の

気
持
ち
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

現
実
的
に
考
え
る
の
は
配
備
さ

れ
る
の
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い

の
で
そ
の
場
合
は
、
こ
れ
ま
で

も
申
し
上
げ
て
い
る
よ
う
に
、

集
落
の
上
空
、
学
校
の
上
空
、

或
い
は
訓
練
海
域
外
で
の
訓
練

飛
行
は
中
止
し
て
欲
し
い
と
再

三
要
望
し
て
い
る
。
米
軍
普
天

間
飛
行
場
の
閉
鎖
・
撤
去
は
、

建
白
書
で
は
県
外
移
設
を
断
念

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　当
時
、
私
と
し
て
は
、
普
天

間
飛
行
場
は
国
外
に
持
っ
て

い
っ
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
を

主
張
し
て
い
る
。
今
で
も
そ
の

気
持
ち
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

た
だ
、
当
時
の
状
況
と
今
の
状

況
で
は
、
若
干
政
治
的
な
内
容

が
違
う
の
で
、
か
な
り
こ
の
段

階
で
県
外
或
い
は
、
国
外
へ
普

天
間
飛
行
場
を
持
っ
て
い
く
の

は
厳
し
い
と
思
う
が
、
そ
の
精

神
は
変
わ
ら
な
い
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
引
き
続
き
オ
ス
プ
レ
イ

の
配
備
撤
回
、
普
天
間
飛
行
場

の
国
外
移
設
に
つ
い
て
は
主
張

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

答
宮
城
久
和 

村
長

答
村

　長

①
沖
縄
防
衛
局
が
10
月
14
日
に

提
出
し
た
返
還
実
施
計
画
の
素

案
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

②
返
還
さ
れ
る
予
定
地
の
土
壌

汚
染
調
査
や
自
然
環
境
の
原
状

回
復
に
、
村
は
ど
の
よ
う
に
対

処
さ
れ
ま
す
か
お
伺
い
し
ま

す
。

③
返
還
後
の
引
き
渡
し
時
期
と

返
還
後
の
跡
地
利
用
で
、
や
ん

ば
る
国
立
公
園
に
編
入
さ
れ
る

見
通
し
及
び
世
界
自
然
遺
産
登

録
の
取
り
組
み
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
く
の
か
、
お
伺
い
し
ま

す
。

①
返
還
の
予
定
面
積
の
外
、
返

還
に
係
る
区
域
に
お
い
て
国
が

行
う
調
査
な
ど
の
記
載
が
あ
り

ま
す
。
調
査
事
項
と
し
て
は
、

土
壌
汚
染
の
状
況
、
水
質
汚
濁

の
状
況
、
不
発
弾
そ
の
他
の
火

薬
類
の
有
無
、
廃
棄
物
の
有
無

と
な
っ
て
お
り
、
調
査
の
方

法
、
調
査
の
結
果
に
基
づ
い
て

国
が
講
ず
る
措
置
の
方
針
が
記

載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

②
国
が
定
め
る
返
還
実
施
計
画

の
案
に
記
載
の
と
お
り
、
関
係

法
令
等
で
定
め
る
方
法
に
よ
り

調
査
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
そ

の
結
果
確
認
さ
れ
た
汚
染
に
つ

い
て
は
、
適
正
な
処
理
を
実
施

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　ま
た
、
支
障
除
去
措
置
を
講

ず
る
際
は
、
自
然
環
境
に
十
分

な
配
慮
を
求
め
、
原
状
回
復
が

必
要
な
場
合
は
そ
の
要
求
も
予

定
い
た
し
ま
す
。

③
北
部
訓
練
場
の
返
還
は
、
今

月
に
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ

り
、
沖
縄
防
衛
局
は
、
そ
の
後

１
年
か
ら
１
年
半
か
け
て
汚
染

物
質
、
不
発
弾
等
の
調
査
と
除

去
作
業
を
実
施
す
る
計
画
で

す
。
そ
の
後
の
土
地
の
引
き
渡

し
と
な
り
ま
す
。
返
還
さ
れ
る

土
地
四
千
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

85
％
が
国
有
林
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
村
は
関
係
機
関
に
対
し
て

返
還
後
に
国
立
公
園
に
編
入
す

る
よ
う
要
請
を
し
て
お
り
ま

す
。
土
地
所
有
者
で
あ
る
林
野

庁
は
、
従
来
か
ら
返
還
部
分
を

含
め
て
北
部
の
国
有
林
を
森
林

生
態
系
保
護
地
域
に
指
定
す
る

方
針
で
あ
り
ま
す
。
世
界
自
然

遺
産
登
録
に
当
た
っ
て
の
国
内

法
に
よ
る
保
全
担
保
措
置
は
、

国
立
公
園
で
あ
る
か
又
は
森
林

生
態
系
保
護
地
域
で
あ
る
か
が

条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
世
界

自
然
遺
産
推
薦
書
の
提
出
期
限

は
毎
年
２
月
１
日
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
奄
美
・
琉
球
の
世
界
自

然
遺
産
登
録
推
薦
書
は
来
月
に

提
出
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま

す
。
よ
っ
て
、
返
還
予
定
区
域

に
つ
い
て
は
、
今
回
の
推
薦
に

は
間
に
合
い
ま
せ
ん
の
で
、
今

後
、
条
件
を
整
え
て
か
ら
拡
張

登
録
の
手
続
き
が
取
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

①
北
部
訓
練
場
オ
ス
プ
レ
イ
使

用
を
前
提
に
し
た
環
境
影
響
評

価
調
査
の
再
実
施
を
政
府
に

県
、
東
村
、
国
頭
村
の
連
名
で

要
請
さ
れ
た
経
緯
と
意
義
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

②
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
完
成
後
に

お
い
て
、
世
界
自
然
遺
産
登
録

を
目
指
す
立
場
か
ら
残
さ
れ
た

北
部
訓
練
場
及
び
や
ん
ば
る
国

立
公
園
の
区
域
内
で
の
オ
ス
プ

レ
イ
訓
練
に
反
対
し
、
建
白
書

の
精
神
に
基
づ
き
県
、
東
村
、

大
宜
味
村
と
も
連
携
し
、
オ
ス

プ
レ
イ
配
備
撤
回
の
意
思
を
堅

持
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
が
、
村
長
の
決
意
を
改
め
て

伺
い
ま
す
。

①
北
部
訓
練
場
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

着
陸
帯
移
設
事
業
（
仮
称
）
が

Ｃ
Ｈ―
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ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使

用
機
種
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
運
用
が
想

定
さ
れ
て
い
る
オ
ス
プ
レ
イ
を

対
象
と
し
た
環
境
影
響
評
価
が

必
要
だ
と
三
者
で
共
通
の
認
識

を
得
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

　返
還
後
の
跡
利
用
と
し
て
国

立
公
園
の
指
定
を
要
望
す
る
上

で
も
意
義
が
あ
る
と
考
え
た
か

ら
で
あ
り
ま
す
。

②
オ
ス
プ
レ
イ
の
訓
練
に
つ
い

て
は
、
建
白
書
の
精
神
に
基
づ

き
移
転
を
含
め
反
対
の
考
え
で

あ
り
ま
す
。

他
に
左
記
の
質
問
が
出
さ
れ

た
。

○
や
ん
ば
る
国
立
公
園
の
施
設

整
備
と
世
界
自
然
遺
産
登
録
へ

の
課
題
と
対
応
に
つ
い
て

○
山
原
猪
豚
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進

の
取
り
組
み
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て

○
謝
敷
海
岸
保
全
の
緊
急
対
策

に
つ
い
て

○
与
那
川
、
辺
野
喜
川
導
流
堤

の
復
旧
に
つ
い
て

○
辺
野
喜
１
号
林
道
の
災
害
復

旧
に
つ
い
て

○
学
芸
員
の
増
員
採
用
に
つ
い

て

【
再
質
問
】

問
北
部
訓
練
場
一
部
返

還
地
の
跡
地
利
用
に

つ
い
て

問
北
部
訓
練
場
オ
ス
プ
レ

イ
使
用
を
前
提
に
し
た

環
境
影
響
評
価
調
査
の

再
実
施
に
つ
い
て

答
宮
城
久
和 

村
長

答
村

　長

与 儀  一 人
議員

問
北
部
訓
練
場
に
つ
い
て

山 城  正 和
議員
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①
北
部
訓
練
場
の
総
面
積
約
七

千
八
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
内
約
四

千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
返
還
で
、
国

頭
村
の
住
民
生
活
環
境
、
産
業

（
跡
利
用
）
、
財
政
、
国
立
公

園
地
域
、
世
界
遺
産
登
録
等
に

与
え
る
影
響
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

②
北
部
訓
練
場
に
お
け
る
Ｍ
Ｖ
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オ
ス
プ
レ
イ
等
の
米
軍
機
、

訓
練
に
よ
る
村
民
の
生
活
環

境
、
国
立
公
園
地
域
へ
の
生
態

系
、
そ
し
て
世
界
遺
産
登
録
に

向
け
て
与
え
る
影
響
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

①
返
還
さ
れ
る
北
部
訓
練
場
は

四
千
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
。

　そ
の
内
国
頭
村
は
、
二
千
九

百
三
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
所

有
区
分
は
国
有
地
二
千
三
百
三

十
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
県
有
地
五
百

七
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
村
有
地

十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
私
有
地
十

三
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い

る
。　返

還
に
伴
う
普
通
交
付
税
の

基
準
財
政
需
要
額
が
、
一
億
八

千
二
百
万
と
試
算
さ
れ
、
そ
の

分
が
減
額
と
な
る
。
村
財
政

は
、
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地

使
用
料
六
百
五
十
七
万
も
併
せ

て
、
歳
入
減
と
な
る
こ
と
か

ら
、
厳
し
い
運
営
を
迫
ら
れ

る
。
返
還
さ
れ
る
国
有
地
部
分

に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
に
対

し
て
国
立
公
園
に
編
入
す
る
よ

う
要
請
し
て
い
る
。
所
有
者
で

あ
る
林
野
庁
は
、
従
来
か
ら
返

還
さ
れ
る
部
分
を
含
め
て
国
有

林
を
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に

指
定
す
る
方
針
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
将
来
的
に
世
界
自
然
遺
産

区
域
へ
の
拡
張
も
期
待
で
き
、

世
界
自
然
遺
産
登
録
時
に
お
け

る
審
査
に
大
き
な
評
価
に
つ
な

が
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

②
現
在
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い

る
北
部
訓
練
場
内
の
ヘ
リ
パ
ッ

ド
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
Ｃ
Ｈ

―
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型
ヘ
リ
を
想
定
し
た
環
境

影
響
評
価
で
、
オ
ス
プ
レ
イ
が

配
備
さ
れ
る
こ
と
は
、
確
実
な

情
勢
と
な
っ
て
い
る
。
オ
ス
プ

レ
イ
は
、
こ
れ
ま
で
の
ヘ
リ
と

比
較
し
て
低
周
波
音
、
高
熱
排

気
の
問
題
が
あ
り
、
さ
ら
に
は

安
全
性
も
疑
問
視
さ
れ
て
お

り
、
村
民
の
健
康
、
安
全
確
保

に
懸
念
が
あ
る
。
野
生
動
物
に

と
っ
て
も
人
間
同
様
に
悪
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
先
月
、
当
村
は
、

県
及
び
東
村
と
と
も
に
北
部
訓

練
場
に
お
け
る
オ
ス
プ
レ
イ
の

運
用
を
前
提
と
し
た
環
境
影
響

調
査
の
再
実
施
と
オ
ス
プ
レ
イ

の
配
備
撤
回
を
求
め
る
文
書

を
、
防
衛
大
臣
に
提
出
し
ま
し

た
。　当

面
の
対
応
と
し
て
は
、
オ

ス
プ
レ
イ
が
集
落
上
、
国
立
公

園
区
域
上
を
飛
行
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
防
衛
局
、
米
軍
に

対
し
て
強
く
自
粛
を
求
め
て
い

く
。
世
界
自
然
遺
産
推
薦
予
定

区
域
に
隣
接
し
て
米
軍
訓
練
場

が
あ
り
、
オ
ス
プ
レ
イ
が
飛
行

す
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い

が
、
そ
れ
で
も
や
ん
ば
る
の
森

は
世
界
自
然
遺
産
と
し
て
登
録

さ
れ
る
に
十
分
な
価
値
を
有
し

て
い
る
も
の
と
判
断
を
し
て
い

る
。

　建
白
書
に
つ
い
て
、
２
０
１

２
年
９
月
９
日
、
日
米
政
府
に

よ
る
垂
直
離
着
陸
機
輸
送
機
Ｍ

Ｖ―
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オ
ス
プ
レ
イ
の
強
行
配

備
に
対
し
、
そ
の
撤
回
を
求
め

る
た
め
十
万
人
余
の
県
民
が
集

結
し
て
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
に
反

対
す
る
沖
縄
県
大
会
を
開
催
し

た
。
そ
の
中
で
、
①
オ
ス
プ
レ

イ
の
配
備
を
直
ち
に
撤
回
す
る

こ
と
及
び
、
今
年
７
月
ま
で
に

配
備
さ
れ
る
と
し
て
い
る
12
機

の
配
備
を
中
止
す
る
こ
と
。

②
米
軍
普
天
間
基
地
を
閉
鎖
・

撤
去
し
、
県
内
移
設
を
断
念
す

る
こ
と
に
お
い
て
現
在
、
村
長

は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の

か
。　県

民
集
会
に
基
づ
い
て
、
建

白
書
を
持
っ
て
東
京
要
請
に
参

り
ま
し
た
。
１
点
目
は
、
オ
ス

プ
レ
イ
の
配
備
を
撤
回
す
る
こ

と
、
そ
れ
は
今
で
も
私
の
精
神

の
中
で
は
建
白
書
は
生
き
て
い

ま
す
。
基
本
的
に
は
、
オ
ス
プ

レ
イ
の
配
備
を
中
止
し
て
欲
し

い
。
今
の
段
階
で
は
、
撤
回
の

気
持
ち
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

現
実
的
に
考
え
る
の
は
配
備
さ

れ
る
の
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い

の
で
そ
の
場
合
は
、
こ
れ
ま
で

も
申
し
上
げ
て
い
る
よ
う
に
、

集
落
の
上
空
、
学
校
の
上
空
、

或
い
は
訓
練
海
域
外
で
の
訓
練

飛
行
は
中
止
し
て
欲
し
い
と
再

三
要
望
し
て
い
る
。
米
軍
普
天

間
飛
行
場
の
閉
鎖
・
撤
去
は
、

建
白
書
で
は
県
外
移
設
を
断
念

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　当
時
、
私
と
し
て
は
、
普
天

間
飛
行
場
は
国
外
に
持
っ
て

い
っ
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
を

主
張
し
て
い
る
。
今
で
も
そ
の

気
持
ち
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

た
だ
、
当
時
の
状
況
と
今
の
状

況
で
は
、
若
干
政
治
的
な
内
容

が
違
う
の
で
、
か
な
り
こ
の
段

階
で
県
外
或
い
は
、
国
外
へ
普

天
間
飛
行
場
を
持
っ
て
い
く
の

は
厳
し
い
と
思
う
が
、
そ
の
精

神
は
変
わ
ら
な
い
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
引
き
続
き
オ
ス
プ
レ
イ

の
配
備
撤
回
、
普
天
間
飛
行
場

の
国
外
移
設
に
つ
い
て
は
主
張

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

答
宮
城
久
和 

村
長

答
村

　長

①
沖
縄
防
衛
局
が
10
月
14
日
に

提
出
し
た
返
還
実
施
計
画
の
素

案
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

②
返
還
さ
れ
る
予
定
地
の
土
壌

汚
染
調
査
や
自
然
環
境
の
原
状

回
復
に
、
村
は
ど
の
よ
う
に
対

処
さ
れ
ま
す
か
お
伺
い
し
ま

す
。

③
返
還
後
の
引
き
渡
し
時
期
と

返
還
後
の
跡
地
利
用
で
、
や
ん

ば
る
国
立
公
園
に
編
入
さ
れ
る

見
通
し
及
び
世
界
自
然
遺
産
登

録
の
取
り
組
み
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
く
の
か
、
お
伺
い
し
ま

す
。

①
返
還
の
予
定
面
積
の
外
、
返

還
に
係
る
区
域
に
お
い
て
国
が

行
う
調
査
な
ど
の
記
載
が
あ
り

ま
す
。
調
査
事
項
と
し
て
は
、

土
壌
汚
染
の
状
況
、
水
質
汚
濁

の
状
況
、
不
発
弾
そ
の
他
の
火

薬
類
の
有
無
、
廃
棄
物
の
有
無

と
な
っ
て
お
り
、
調
査
の
方

法
、
調
査
の
結
果
に
基
づ
い
て

国
が
講
ず
る
措
置
の
方
針
が
記

載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

②
国
が
定
め
る
返
還
実
施
計
画

の
案
に
記
載
の
と
お
り
、
関
係

法
令
等
で
定
め
る
方
法
に
よ
り

調
査
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
そ

の
結
果
確
認
さ
れ
た
汚
染
に
つ

い
て
は
、
適
正
な
処
理
を
実
施

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　ま
た
、
支
障
除
去
措
置
を
講

ず
る
際
は
、
自
然
環
境
に
十
分

な
配
慮
を
求
め
、
原
状
回
復
が

必
要
な
場
合
は
そ
の
要
求
も
予

定
い
た
し
ま
す
。

③
北
部
訓
練
場
の
返
還
は
、
今

月
に
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ

り
、
沖
縄
防
衛
局
は
、
そ
の
後

１
年
か
ら
１
年
半
か
け
て
汚
染

物
質
、
不
発
弾
等
の
調
査
と
除

去
作
業
を
実
施
す
る
計
画
で

す
。
そ
の
後
の
土
地
の
引
き
渡

し
と
な
り
ま
す
。
返
還
さ
れ
る

土
地
四
千
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

85
％
が
国
有
林
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
村
は
関
係
機
関
に
対
し
て

返
還
後
に
国
立
公
園
に
編
入
す

る
よ
う
要
請
を
し
て
お
り
ま

す
。
土
地
所
有
者
で
あ
る
林
野

庁
は
、
従
来
か
ら
返
還
部
分
を

含
め
て
北
部
の
国
有
林
を
森
林

生
態
系
保
護
地
域
に
指
定
す
る

方
針
で
あ
り
ま
す
。
世
界
自
然

遺
産
登
録
に
当
た
っ
て
の
国
内

法
に
よ
る
保
全
担
保
措
置
は
、

国
立
公
園
で
あ
る
か
又
は
森
林

生
態
系
保
護
地
域
で
あ
る
か
が

条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
世
界

自
然
遺
産
推
薦
書
の
提
出
期
限

は
毎
年
２
月
１
日
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
奄
美
・
琉
球
の
世
界
自

然
遺
産
登
録
推
薦
書
は
来
月
に

提
出
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま

す
。
よ
っ
て
、
返
還
予
定
区
域

に
つ
い
て
は
、
今
回
の
推
薦
に

は
間
に
合
い
ま
せ
ん
の
で
、
今

後
、
条
件
を
整
え
て
か
ら
拡
張

登
録
の
手
続
き
が
取
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

①
北
部
訓
練
場
オ
ス
プ
レ
イ
使

用
を
前
提
に
し
た
環
境
影
響
評

価
調
査
の
再
実
施
を
政
府
に

県
、
東
村
、
国
頭
村
の
連
名
で

要
請
さ
れ
た
経
緯
と
意
義
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

②
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
完
成
後
に

お
い
て
、
世
界
自
然
遺
産
登
録

を
目
指
す
立
場
か
ら
残
さ
れ
た

北
部
訓
練
場
及
び
や
ん
ば
る
国

立
公
園
の
区
域
内
で
の
オ
ス
プ

レ
イ
訓
練
に
反
対
し
、
建
白
書

の
精
神
に
基
づ
き
県
、
東
村
、

大
宜
味
村
と
も
連
携
し
、
オ
ス

プ
レ
イ
配
備
撤
回
の
意
思
を
堅

持
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
が
、
村
長
の
決
意
を
改
め
て

伺
い
ま
す
。

①
北
部
訓
練
場
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

着
陸
帯
移
設
事
業
（
仮
称
）
が

Ｃ
Ｈ―

53
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使

用
機
種
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
運
用
が
想

定
さ
れ
て
い
る
オ
ス
プ
レ
イ
を

対
象
と
し
た
環
境
影
響
評
価
が

必
要
だ
と
三
者
で
共
通
の
認
識

を
得
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

　返
還
後
の
跡
利
用
と
し
て
国

立
公
園
の
指
定
を
要
望
す
る
上

で
も
意
義
が
あ
る
と
考
え
た
か

ら
で
あ
り
ま
す
。

②
オ
ス
プ
レ
イ
の
訓
練
に
つ
い

て
は
、
建
白
書
の
精
神
に
基
づ

き
移
転
を
含
め
反
対
の
考
え
で

あ
り
ま
す
。

他
に
左
記
の
質
問
が
出
さ
れ

た
。

○
や
ん
ば
る
国
立
公
園
の
施
設

整
備
と
世
界
自
然
遺
産
登
録
へ

の
課
題
と
対
応
に
つ
い
て

○
山
原
猪
豚
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進

の
取
り
組
み
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て

○
謝
敷
海
岸
保
全
の
緊
急
対
策

に
つ
い
て

○
与
那
川
、
辺
野
喜
川
導
流
堤

の
復
旧
に
つ
い
て

○
辺
野
喜
１
号
林
道
の
災
害
復

旧
に
つ
い
て

○
学
芸
員
の
増
員
採
用
に
つ
い

て

【
再
質
問
】

問
北
部
訓
練
場
一
部
返

還
地
の
跡
地
利
用
に

つ
い
て

問
北
部
訓
練
場
オ
ス
プ
レ

イ
使
用
を
前
提
に
し
た

環
境
影
響
評
価
調
査
の

再
実
施
に
つ
い
て

答
宮
城
久
和 

村
長

答
村

　長

与 儀  一 人
議員

問
北
部
訓
練
場
に
つ
い
て

山 城  正 和
議員
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　新
し
い
施
設
は
、
国
頭
地
域

の
大
切
な
自
然
と
快
適
な
生
活

環
境
を
守
り
「
循
環
型
社
会
」

を
目
指
し
て
、
今
年
の
６
月
に

完
成
を
迎
え
た
。
快
適
で
住
み

よ
い
地
域
づ
く
り
の
基
本
は
、

健
康
で
文
化
的
な
生
活
環
境
の

整
備
で
あ
り
、
と
り
わ
け
ゴ
ミ

処
理
施
設
の
整
備
は
行
政
の
重

要
課
題
の
一
つ
で
も
あ
る
。

　長
期
的
な
安
定
運
営
管
理
等

を
行
う
為
の
今
後
に
向
け
た
処

理
体
制
の
要
点
を
伺
う
。

　現
在
の
指
定
ゴ
ミ
袋
（
分
別

記
載
内
容
や
形
状
等
）
の
変
更

予
定
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
指

定
ゴ
ミ
袋
使
用
の
経
緯
及
び
販

売
経
路
や
価
格
設
定
等
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
そ

し
て
今
後
は
、
有
料
化
に
向
け

た
計
画
は
あ
る
の
か
伺
う
。

　現
在
の
指
定
ゴ
ミ
袋
に
つ
き

ま
し
て
は
、
燃
や
し
て
は
い
け

な
い
ゴ
ミ
袋
の
記
載
内
容
に

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
の
記
載
が

あ
り
、
こ
れ
が
誤
り
で
あ
る
こ

と
か
ら
在
庫
が
無
く
な
り
次
第

適
宜
正
し
い
も
の
に
変
更
す
る

予
定
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
障

害
の
あ
る
方
や
力
の
弱
い
高
齢

者
の
た
め
の
取
っ
手
付
き
の
ゴ

ミ
袋
の
導
入
に
つ
き
ま
し
て
も

検
討
を
行
い
ま
す
。

　指
定
ゴ
ミ
袋
の
使
用
経
緯
に

つ
い
て
で
す
が
、
平
成
12
年
頃

ま
で
は
黒
や
青
の
ビ
ニ
ー
ル
製

の
ゴ
ミ
袋
が
使
用
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
焼
却
す
る
と
有
毒

ガ
ス
が
発
生
す
る
上
に
中
身
が

見
え
づ
ら
く
収
集
業
者
が
危
険

な
た
め
、
有
毒
ガ
ス
の
発
生
し

な
い
半
透
明
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

製
の
ゴ
ミ
袋
に
変
更
し
現
在
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

　指
定
ゴ
ミ
袋
は
国
頭
村
・
大

宜
味
村
・
東
村
の
Ｊ
Ａ
や
ん
ば

る
各
支
店
が
業
者
よ
り
仕
入

れ
、
直
売
及
び
各
売
店
等
に
卸

し
て
お
り
、
そ
の
年
間
の
売
り

上
げ
は
、
国
頭
支
店
で
は
、
約

三
百
三
十
万
円
と
の
報
告
を
受

け
て
お
り
ま
す
。
ゴ
ミ
処
理
の

有
料
化
の
可
否
に
つ
い
て
は
、

国
頭
村
・
大
宜
味
村
・
東
村
の

三
村
で
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
実
施
合
意
に
は

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後
も

引
き
続
き
検
討
を
行
い
、
三
村

同
時
に
有
料
化
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　本
村
に
在
籍
す
る
児
童
・
生

徒
が
県
外
等
に
派
遣
さ
れ
る
こ

と
に
対
し
、
経
費
の
一
部
を
補

助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
村
児

童
生
徒
の
教
育
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
交

付
要
綱
（
交
付
対
象
）
に
は
国

頭
村
の
小
中
学
校
に
在
学
し
て

い
る
児
童
生
徒
が
、
教
育
機
関

の
主
催
ま
た
は
後
援
す
る
文
化

活
動
ま
た
は
体
育
活
動
に
お
い

て
優
秀
な
成
績
に
よ
っ
て
県
外

等
へ
派
遣
さ
れ
る
場
合
と
し
て

い
る
。

　本
村
の
教
育
、
文
化
、
ス

ポ
ー
ツ
を
担
う
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、
本
村
に
住
所
を
有
し

高
等
学
校
に
在
学
す
る
生
徒
も

対
象
と
す
る
考
え
は
な
い
か
伺

う
。　ま

た
、
国
頭
村
人
材
育
成
活

用
基
金
等
の
活
用
方
法
や
目
的

な
ど
を
含
め
、
交
付
要
綱
を
見

直
し
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
所
見
を
伺
う
。

　現
在
、
小
学
校
・
中
学
校
が

対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　平
成
28
年
７
月
に
辺
土
名
高

校
に
通
う
放
送
部
員
や
顧
問
の

先
生
か
ら
全
国
大
会
に
向
け
て

の
支
援
に
つ
い
て
の
相
談
が
あ

り
ま
し
た
。
大
宜
味
村
の
支
援

状
況
を
確
認
し
、
沖
縄
砂
利
採

取
事
業
協
同
組
合
よ
り
寄
付
を

い
た
だ
い
て
い
る
人
材
育
成
活

用
基
金
で
村
内
に
住
所
を
有
す

る
２
人
の
放
送
部
員
の
支
援
を

行
い
ま
し
た
。

　国
頭
村
に
住
所
を
有
し
高
等

学
校
に
在
学
す
る
生
徒
も
対
象

と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
派

遣
補
助
基
金
交
付
要
綱
の
改
正

も
含
め
て
検
討
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

答
宮
城
久
和 

村
長

答
村

　長

問
国
頭
村
児
童
生
徒
県
外

等
派
遣
補
助
金
等
に
つ

い
て

一般質問通告書の質問・答

弁書を基本に（会議録に基

づき）各議員でまとめ、議

会広報委員が確認したもの

を掲載しております。

一般質問の内容は

渡 口  直 樹
議員

　こ
れ
か
ら
の
福
祉
社
会
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
を
最

大
限
に
生
か
し
て
地
域
で
創
造

し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の

地
域
で
暮
ら
す
人
々
の
自
発
的

な
互
助
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
基

盤
と
し
た
支
え
合
い
の
共
生
社

会
を
め
ざ
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。　沖

縄
県
介
護
保
険
広
域
連
合

に
お
い
て
も
、
高
齢
者
一
人
ひ

と
り
が
可
能
な
限
り
身
近
な
地

域
で
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
の
構
築
を
目
指
し
事
業

を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営

め
る
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
と
、
地
域
で
支
え
合
う
仕
組

み
づ
く
り
の
権
限
が
市
町
村
に

委
譲
さ
れ
た
こ
と
で
、
本
村
に

お
い
て
も
、
独
自
の
取
り
組
み

が
な
さ
れ
て
い
る
。

　超
高
齢
化
時
代
「
二
〇
二
五

年
問
題
」
を
目
前
に
、
村
民
の

意
識
も
与
え
ら
れ
る
福
祉
か
ら

自
立
支
援
の
福
祉
へ
と
切
り
替

え
が
必
要
で
あ
る
。
介
護
保
険

に
係
る
経
費
を
減
ら
し
つ
つ
、

地
域
住
民
の
支
え
合
い
に
頼
り

な
が
ら
乗
り
越
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
厳
し

い
現
状
の
周
知
に
努
め
る
必
要

が
あ
る
。
し
か
し
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
が
不
十
分
に
な
っ
て
は
な

ら
ず
、
行
政
の
サ
ー
ビ
ス
の
見

極
め
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

く
る
。

　憲
法
第
二
五
条
で
定
め
る

「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度

の
生
活
を
営
む
権
利
」
に
基
づ

き
、
全
て
の
生
活
部
面
に
つ
い

て
、
社
会
福
祉
・
社
会
保
障
及

び
公
衆
衛
生
の
向
上
、
増
進
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。

　そ
こ
で
、
本
村
の
高
齢
者
施

策
に
つ
い
て
次
の
こ
と
を
伺

う
。

①
地
域
ケ
ア
連
絡
調
整
会
議
か

ら
あ
が
っ
た
問
題
点
や
課
題
は

何
か
。
そ
の
対
処
は
。

②
介
護
予
防
の
普
及
及
び
啓
発

活
動
、
住
民
勉
強
会
は
行
わ
れ

た
か
。

③
国
頭
村
在
宅
運
動
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
現
況
と
課
題
。

④
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

「
見
守
り
」
の
強
化
を
。

①
今
年
度
は
ま
だ
実
施
し
て
い

な
い
が
、
去
年
は
ケ
ー
ス
ご
と

の
会
議
と
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
障

害
者
へ
の
訪
問
介
護
事
業
を

行
っ
た
。

　現
在
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
が
地

域
支
援
事
業
の
三
割
（
約
六
百

万
円
）
を
占
め
て
い
る
。
容
山

会
に
委
託
し
て
い
る
事
業
で

は
、
一
食
千
五
十
五
円
（
補
助

金
七
百
五
円
・
利
用
者
負
担
三

百
五
十
円
）
と
若
干
高
額
な
た

め
、
栄
養
改
善
を
必
要
と
さ
れ

て
い
る
方
と
、
一
部
の
利
用
者

の
家
族
負
担
軽
減
及
び
、
見
守

り
機
能
に
分
け
て
で
き
な
い

か
、
商
工
会
（
村
内
の
弁
当
屋

等
）
及
び
社
会
福
祉
協
議
会

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
配
達
）
と
連

携
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と

を
検
討
。

②
地
域
支
援
事
業
の
一
部
と
し

て
、
各
字
で
介
護
予
防
教
室

（
国
頭
村
在
宅
運
動
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
：
略
し
て
国
ザ
ッ
プ
）
を

実
施
。
そ
の
教
室
で
、
介
護
予

防
運
動
の
説
明
や
介
護
保
険
料

が
給
付
だ
け
で
な
く
、
地
域
支

援
事
業
と
し
て
介
護
予
防
事
業

に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
啓
発

活
動
も
行
っ
て
い
る
が
、
住
民

説
明
会
等
は
行
っ
て
い
な
い
。

③
国
ザ
ッ
プ
は
、
将
来
介
護
を

必
要
と
し
な
い
身
体
づ
く
り
を

目
指
し
、
在
宅
で
も
出
来
る
介

護
予
防
運
動
や
知
識
を
得
る
目

的
で
実
施
し
て
い
る
が
、
課
題

が
出
て
き
て
お
り
、
改
善
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
関
係

機
関
と
検
討
し
て
い
く
。

④
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

み
な
ら
ず
、
高
齢
者
世
帯
や
要

援
護
者
が
い
る
世
帯
の
「
見
守

り
」
を
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や

保
健
師
で
把
握
す
る
の
は
難
し

く
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　今
後
は
民
生
委
員
や
社
会
福

祉
協
議
会
と
連
携
し
、
地
域
の

「
見
守
り
」
を
強
化
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。
来
年
一
月
か

ら
、
地
域
に
お
い
て
支
え
を
必

要
と
す
る
住
民
の
相
談
に
応
じ

た
り
、
地
域
住
民
の
支
え
合
い

活
動
と
制
度
化
さ
れ
た
サ
ー
ビ

ス
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
課

題
を
解
決
す
る
人
材
と
し
て

「
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
を
社
会
福
祉
協
議
会
に

配
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

宮 城  千賀子
議員

問
本
村
の
高
齢
者
施
策
に

つ
い
て

問
や
ん
ば
る
環
境
セ
ン
タ
ー

（
ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て
）

答
宮
城
久
和 

村
長

※

地
域
ケ
ア
会
議
と
は

国
頭
村
社
会
福
祉
協
議
会
・

国
頭
村
役
場
・
社
会
福
祉
法

人
「
容
山
会
」
（
北
斗

園
）
・
国
頭
村
立
診
療
所
・

医
療
法
人
天
正
会
ひ
か
り
医

院
の
関
係
職
員
で
構
成

平成２８年７月から稼動した「やんばる環境センター」
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　新
し
い
施
設
は
、
国
頭
地
域

の
大
切
な
自
然
と
快
適
な
生
活

環
境
を
守
り
「
循
環
型
社
会
」

を
目
指
し
て
、
今
年
の
６
月
に

完
成
を
迎
え
た
。
快
適
で
住
み

よ
い
地
域
づ
く
り
の
基
本
は
、

健
康
で
文
化
的
な
生
活
環
境
の

整
備
で
あ
り
、
と
り
わ
け
ゴ
ミ

処
理
施
設
の
整
備
は
行
政
の
重

要
課
題
の
一
つ
で
も
あ
る
。

　長
期
的
な
安
定
運
営
管
理
等

を
行
う
為
の
今
後
に
向
け
た
処

理
体
制
の
要
点
を
伺
う
。

　現
在
の
指
定
ゴ
ミ
袋
（
分
別

記
載
内
容
や
形
状
等
）
の
変
更

予
定
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
指

定
ゴ
ミ
袋
使
用
の
経
緯
及
び
販

売
経
路
や
価
格
設
定
等
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
そ

し
て
今
後
は
、
有
料
化
に
向
け

た
計
画
は
あ
る
の
か
伺
う
。

　現
在
の
指
定
ゴ
ミ
袋
に
つ
き

ま
し
て
は
、
燃
や
し
て
は
い
け

な
い
ゴ
ミ
袋
の
記
載
内
容
に

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
の
記
載
が

あ
り
、
こ
れ
が
誤
り
で
あ
る
こ

と
か
ら
在
庫
が
無
く
な
り
次
第

適
宜
正
し
い
も
の
に
変
更
す
る

予
定
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
障

害
の
あ
る
方
や
力
の
弱
い
高
齢

者
の
た
め
の
取
っ
手
付
き
の
ゴ

ミ
袋
の
導
入
に
つ
き
ま
し
て
も

検
討
を
行
い
ま
す
。

　指
定
ゴ
ミ
袋
の
使
用
経
緯
に

つ
い
て
で
す
が
、
平
成
12
年
頃

ま
で
は
黒
や
青
の
ビ
ニ
ー
ル
製

の
ゴ
ミ
袋
が
使
用
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
焼
却
す
る
と
有
毒

ガ
ス
が
発
生
す
る
上
に
中
身
が

見
え
づ
ら
く
収
集
業
者
が
危
険

な
た
め
、
有
毒
ガ
ス
の
発
生
し

な
い
半
透
明
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

製
の
ゴ
ミ
袋
に
変
更
し
現
在
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

　指
定
ゴ
ミ
袋
は
国
頭
村
・
大

宜
味
村
・
東
村
の
Ｊ
Ａ
や
ん
ば

る
各
支
店
が
業
者
よ
り
仕
入

れ
、
直
売
及
び
各
売
店
等
に
卸

し
て
お
り
、
そ
の
年
間
の
売
り

上
げ
は
、
国
頭
支
店
で
は
、
約

三
百
三
十
万
円
と
の
報
告
を
受

け
て
お
り
ま
す
。
ゴ
ミ
処
理
の

有
料
化
の
可
否
に
つ
い
て
は
、

国
頭
村
・
大
宜
味
村
・
東
村
の

三
村
で
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
実
施
合
意
に
は

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後
も

引
き
続
き
検
討
を
行
い
、
三
村

同
時
に
有
料
化
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　本
村
に
在
籍
す
る
児
童
・
生

徒
が
県
外
等
に
派
遣
さ
れ
る
こ

と
に
対
し
、
経
費
の
一
部
を
補

助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
村
児

童
生
徒
の
教
育
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
交

付
要
綱
（
交
付
対
象
）
に
は
国

頭
村
の
小
中
学
校
に
在
学
し
て

い
る
児
童
生
徒
が
、
教
育
機
関

の
主
催
ま
た
は
後
援
す
る
文
化

活
動
ま
た
は
体
育
活
動
に
お
い

て
優
秀
な
成
績
に
よ
っ
て
県
外

等
へ
派
遣
さ
れ
る
場
合
と
し
て

い
る
。

　本
村
の
教
育
、
文
化
、
ス

ポ
ー
ツ
を
担
う
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、
本
村
に
住
所
を
有
し

高
等
学
校
に
在
学
す
る
生
徒
も

対
象
と
す
る
考
え
は
な
い
か
伺

う
。　ま

た
、
国
頭
村
人
材
育
成
活

用
基
金
等
の
活
用
方
法
や
目
的

な
ど
を
含
め
、
交
付
要
綱
を
見

直
し
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
所
見
を
伺
う
。

　現
在
、
小
学
校
・
中
学
校
が

対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　平
成
28
年
７
月
に
辺
土
名
高

校
に
通
う
放
送
部
員
や
顧
問
の

先
生
か
ら
全
国
大
会
に
向
け
て

の
支
援
に
つ
い
て
の
相
談
が
あ

り
ま
し
た
。
大
宜
味
村
の
支
援

状
況
を
確
認
し
、
沖
縄
砂
利
採

取
事
業
協
同
組
合
よ
り
寄
付
を

い
た
だ
い
て
い
る
人
材
育
成
活

用
基
金
で
村
内
に
住
所
を
有
す

る
２
人
の
放
送
部
員
の
支
援
を

行
い
ま
し
た
。

　国
頭
村
に
住
所
を
有
し
高
等

学
校
に
在
学
す
る
生
徒
も
対
象

と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
派

遣
補
助
基
金
交
付
要
綱
の
改
正

も
含
め
て
検
討
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

答
宮
城
久
和 

村
長

答
村

　長

問
国
頭
村
児
童
生
徒
県
外

等
派
遣
補
助
金
等
に
つ

い
て

一般質問通告書の質問・答

弁書を基本に（会議録に基

づき）各議員でまとめ、議

会広報委員が確認したもの

を掲載しております。

一般質問の内容は

渡 口  直 樹
議員

　こ
れ
か
ら
の
福
祉
社
会
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
を
最

大
限
に
生
か
し
て
地
域
で
創
造

し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の

地
域
で
暮
ら
す
人
々
の
自
発
的

な
互
助
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
基

盤
と
し
た
支
え
合
い
の
共
生
社

会
を
め
ざ
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。　沖

縄
県
介
護
保
険
広
域
連
合

に
お
い
て
も
、
高
齢
者
一
人
ひ

と
り
が
可
能
な
限
り
身
近
な
地

域
で
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
の
構
築
を
目
指
し
事
業

を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営

め
る
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
と
、
地
域
で
支
え
合
う
仕
組

み
づ
く
り
の
権
限
が
市
町
村
に

委
譲
さ
れ
た
こ
と
で
、
本
村
に

お
い
て
も
、
独
自
の
取
り
組
み

が
な
さ
れ
て
い
る
。

　超
高
齢
化
時
代
「
二
〇
二
五

年
問
題
」
を
目
前
に
、
村
民
の

意
識
も
与
え
ら
れ
る
福
祉
か
ら

自
立
支
援
の
福
祉
へ
と
切
り
替

え
が
必
要
で
あ
る
。
介
護
保
険

に
係
る
経
費
を
減
ら
し
つ
つ
、

地
域
住
民
の
支
え
合
い
に
頼
り

な
が
ら
乗
り
越
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
厳
し

い
現
状
の
周
知
に
努
め
る
必
要

が
あ
る
。
し
か
し
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
が
不
十
分
に
な
っ
て
は
な

ら
ず
、
行
政
の
サ
ー
ビ
ス
の
見

極
め
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

く
る
。

　憲
法
第
二
五
条
で
定
め
る

「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度

の
生
活
を
営
む
権
利
」
に
基
づ

き
、
全
て
の
生
活
部
面
に
つ
い

て
、
社
会
福
祉
・
社
会
保
障
及

び
公
衆
衛
生
の
向
上
、
増
進
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。

　そ
こ
で
、
本
村
の
高
齢
者
施

策
に
つ
い
て
次
の
こ
と
を
伺

う
。

①
地
域
ケ
ア
連
絡
調
整
会
議
か

ら
あ
が
っ
た
問
題
点
や
課
題
は

何
か
。
そ
の
対
処
は
。

②
介
護
予
防
の
普
及
及
び
啓
発

活
動
、
住
民
勉
強
会
は
行
わ
れ

た
か
。

③
国
頭
村
在
宅
運
動
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
現
況
と
課
題
。

④
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

「
見
守
り
」
の
強
化
を
。

①
今
年
度
は
ま
だ
実
施
し
て
い

な
い
が
、
去
年
は
ケ
ー
ス
ご
と

の
会
議
と
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
障

害
者
へ
の
訪
問
介
護
事
業
を

行
っ
た
。

　現
在
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
が
地

域
支
援
事
業
の
三
割
（
約
六
百

万
円
）
を
占
め
て
い
る
。
容
山

会
に
委
託
し
て
い
る
事
業
で

は
、
一
食
千
五
十
五
円
（
補
助

金
七
百
五
円
・
利
用
者
負
担
三

百
五
十
円
）
と
若
干
高
額
な
た

め
、
栄
養
改
善
を
必
要
と
さ
れ

て
い
る
方
と
、
一
部
の
利
用
者

の
家
族
負
担
軽
減
及
び
、
見
守

り
機
能
に
分
け
て
で
き
な
い

か
、
商
工
会
（
村
内
の
弁
当
屋

等
）
及
び
社
会
福
祉
協
議
会

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
配
達
）
と
連

携
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と

を
検
討
。

②
地
域
支
援
事
業
の
一
部
と
し

て
、
各
字
で
介
護
予
防
教
室

（
国
頭
村
在
宅
運
動
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
：
略
し
て
国
ザ
ッ
プ
）
を

実
施
。
そ
の
教
室
で
、
介
護
予

防
運
動
の
説
明
や
介
護
保
険
料

が
給
付
だ
け
で
な
く
、
地
域
支

援
事
業
と
し
て
介
護
予
防
事
業

に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
啓
発

活
動
も
行
っ
て
い
る
が
、
住
民

説
明
会
等
は
行
っ
て
い
な
い
。

③
国
ザ
ッ
プ
は
、
将
来
介
護
を

必
要
と
し
な
い
身
体
づ
く
り
を

目
指
し
、
在
宅
で
も
出
来
る
介

護
予
防
運
動
や
知
識
を
得
る
目

的
で
実
施
し
て
い
る
が
、
課
題

が
出
て
き
て
お
り
、
改
善
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
関
係

機
関
と
検
討
し
て
い
く
。

④
ひ
と
り
暮
ら
し
の
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北部訓練場の一部返還に伴うオスプレイの配備撤回と
世界自然遺産登録の早期実現を求める意見書（抜粋）

　平成２８年９月１５日、国頭村、大宜味村、東村にまたがる陸域や海域が、やんばる国立公園

に指定されました。やんばる国立公園は、国内最大級の亜熱帯照葉樹林が広がり、ヤンバルクイ

ナやノグチゲラなど、多種多様な固有動植物及び希少種動植物に富んだ生態系が残され、この

豊かな山林は良質で豊富な水量を有し、中南部地域の主要な水源地でもあり、村民が世界に誇

れる地域であります。やんばる国立公園は、「多様性な生命を育む山と人々の営み」がテーマで

あり、持続可能な地域振興につながることが大きく期待されている。

　国頭村民は、琉球王国の時代から山稼ぎ依存の生活を送ってきて、現在に至るまで国・県有

林を守り育ててきた歴史があります。北部訓練場での火器の使用を禁止する覚書締結や１９７０

年１２月の伊部岳実弾射撃演習阻止、１９８７年１月のハリアーパッド建設阻止などの自然環境を

守る村民の闘いの歴史の教訓を活かし、豊かな自然環境を次世代に継承させるのも村民に課せ

られた重大な責務であります。

　日米両政府は、１９９６年のＳＡＣＯ最終報告で条件付きの過半の約３，９８７ｈａの返還が

合意された。２０１６年７月にＳＡＣＯ合意の返還条件である国頭村安波地内で新たな４カ所の

ヘリパッド建設と海岸からの上陸訓練ルート建設が着手された。

　残された北部訓練場で新設されたヘリパッドで基地機能が強化され、オスプレイの訓練が想

定されることから、村民の生活環境、やんばる国立公園の生態系など世界自然遺産登録に向け

て、隣接する北部訓練場の存在が阻害要因として懸念されていることから、村民の安心安全な

生活環境を保証するため適切な対応を取られるよう下記事項を強く要請する。

記

１．平成２８年１２月１２日付け国頭村長が提出した駐留軍用地（北部訓練場）の返還に関する

実施計画の案についての意見書を最大限に尊重して適切な措置をすること。

２．平成２８年１２月１３日、米海兵隊の垂直離着陸輸送機ＭＶ２２オスプレイが名護市安部の

沖合に墜落しました。オスプレイの配備撤回を実現し、米軍機の事故の危険性を排除すると

共に残された北部訓練場区域外及びやんばる国立公園の区域内と早朝、夜間訓練の中止、住

宅地域や学校上空での飛行訓練を禁止すること。

３．北部訓練場の一部返還に伴い減額される交付税約１億８千２０９万円分の財政措置と国頭村

の振興策を支援すること。

４．返還された跡地は、やんばる国立公園に追加指定して、残された隣接する北部訓練場が村民

の生活環境、やんばる国立公園の生態系及び世界自然遺産登録の早期実現の阻害要因になら

ないように適切な措置をすること。　　

　　

　　以上地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成２８年１２月１６日

沖縄県国頭村議会

宛　　先

内閣総理大臣　外務大臣　防衛大臣　環境大臣

外務省沖縄大使　沖縄防衛局長

国頭村森林組合の経営改善及び
本村における林業施策の確立を求める決議

　沖縄本島北部地域（やんばる）の国立公園指定が、林業施業に対し影響を及ぼすことが危惧

されることから、本村林業の健全な振興発展に資することを目的に平成２７年８月から継続調査

を行ってきた。

　森林組合は、受託事業の９０％以上を、村からの事業による林業経営を行ってはいるものの

村有林の管理・運営主体は村である。

　国立公園指定を受け世界自然遺産候補地となっていることからも、森林環境保全や水源涵

養機能保全等の管理は必然的であり、森林組合は重要な役割を担っている。

　しかし森林組合の取り巻く環境は厳しく、そのためにも経営の安定化を図ることで、従事者の

長期雇用に繋げることができる。そのことからも、村においても森林組合の経営改善計画におけ

る達成状況やコンサルタント導入による基本調査内容の把握、沖縄県の常例検査に基づく分析

及び、改善・対応策等について、しっかりと協議し助言又は指導を行う必要がある。特に雇用形

態についての実態が不透明であることから、作業員の社会保険等加入の完全実施や退職金制

度の整備をすることにより、林業従事者の安定的な雇用の拡充を図ることが最も重要である。

　よって下記の事項について鋭意努力することを強く求める。

記

１．国立公園内における林業等の経済活動が円滑に実施できるよう十分に関係機関と調

整を図ること。

２．国頭村森林公園総合整備計画の見直し検討を行うこと。

３．クラフト人材育成事業において事業終了後もしっかりとサポートを行うこと。

４．沖縄県の常例検査における分析及び改善・対応策を協議すること。

５．コンサルタントによる基本調査を把握し改善指導すること。

６．事業契約内容や職員及び従業員、また作業班の雇用形態を明確にし、保険加入等に

ついては、完全実施を目標に指導を行なうこと。

　　以上のとおり決議する。

平成２８年１２月１６日

沖縄県国頭村議会

国頭村長　　宮城 久和　殿
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　いつもでしたら、このページは “議員のひとこと” へと続くはずでしたが、この３月で
金城安利議会事務局長と私が定年退職を迎えることから、今回は “職員のひとこと” として誌
面をまかされることになりました。これまで長い間、議会だよりの編集に関わり、だいぶ工夫・
改善されてきたなと感じています。議会だよりを通して議会活動を村民の皆様へお知らせして
いますが、どのようにごらんになっているでしょうか。次号から新しい職員へとバトンタッチ
します。長い間お世話になりありがとうございました。これまで議会だより発行に関わってこ
られた方々へのお礼も含め “職員のひとこと” と致します。

スタイラー亮子

職 員 の ひ と こ と

ペルー村人会 ブラジル村人会

　我々町村訪問団は、城間南風原町長を団長に１８名で構成して、昨年の８月２６日から９月７日まで

の１３日間の日程で、ペルー移住１１０周年記念式典とブラジル県人会創立９０周年記念式典行事等

に参加する為、宮城久和村長と両国を訪ねました。

　両国での記念式典等は、それぞれの県人会館で多くの県出身者の皆様が参加をして盛大に開催

された所で有りました。

　移住当初は、言葉・習慣の大きな違いや大戦時、そして時代変遷等で非常に厳しい社会情勢の中

で大変苦しい時代にも直面された事で有りました。

　しかし、ウチナーンチュとしての辛抱強さ勤勉性とユイマール精神で幾多の困難を乗り越えて、今

日の素晴らしい県系社会を築き上げて、そして、両国の国家社会の発展の為に色 と々活躍貢献され

ている事に県民として誇りを感じました。

　そして、祝賀会においては多くの琉球芸能等が披露されまして、感銘を受けて異国の地に居る事

を忘れさせたひと時で有りました。

　両国での村人会との交流会においては、多くの村出身の皆様が参加をして、親睦、交流を深める

事が出来ました。

　宮城村長から村人会の今日までの労をねぎらい功績を称え、国頭村の現状とこれからの展望、未

来について述べました。私も同様の事を申し上げました。

又、村出身の皆様が常に郷里に想いを寄せて、行く末を案じ郷里の発展を願っている心情に接した

時には、深い感銘を受けました。

　最後に両国の村人会の発展とお世話になった皆様に感謝と併せてご健勝、ご繁栄を祈念申し上

げまして南米報告と致します。

国頭村議会議長　金 城 利 光

南米ペルー・ブラジル訪問報告


